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1．緒言   

溶射技術の向上に伴い，溶射被膜の適用が  

各分野に拡大し，重要な表面加工技術になっ  

てきている．しかし，被膜自体の強度，密着  

性の評価法は十分に解明されていない．その  

原因として，被膜の機械的特性は，母材，溶  

射粉末，溶射方法，溶射条件，被膜の表面処  

理法等，様々な要因で左右される．このため，  

これらの要因に適った評価法の確立が必要  

となる．   

本試験では，垂直荷重を0～200［N］までの  

範囲で負荷できるスクラッチ試験機を用い  

て，作製した溶射被膜試験片のスクラッチ試  

験を行い，そのときに発生するAE信号とス  

クラッチ表層部との関連性について調べた  

ので報告する．  

ミナ，炭化タングステンである．被膜作製の  

前加工として母材にブラスト加工を施し，表  

面を粗面化させた後，その表面に溶射材を被  

覆させた．粉末式フレーム溶射では各々の溶  

射材で空冷，水冷①，水冷②の熱処理を施し  

た3種類の試験片を作製した．水冷①とはス  

テンレス製容器に試験片を入れ，容器の底面  

を冷却水で冷やしながら溶射を行ったもの  

で，水冷②とは溶射後に20秒間試験片を直  

接水中に入れたものである．これらの3種類  

の鮮験片は各々膜厚を大，中，／トと変えて作  

製した．この他に，プラズマ溶射，高速フレ  

ーム溶射を施した膜厚0．2m恥0．4mm，0．6m，  

0．8mmおよび1．Ommの試験片の測定を行った．  

また，イオンプレーティングと電気めっきを  

施した委託材料の試験片の測定も行った．   

スクラッチ試験装置とAE計測システムを  

Fig．1に示す．Fig．1のように，圧子を  

15m／minで降下させると同時に，試験片を  

取り付けた移動テーブルを庄子に対して水  

平方向に15mm／minで30秒間ひつかき試験を  

行った．このとき，AEセンサは試験片の裏   

2．試験方法   

使用した母材は，市販の60×45×5［m］の  

SUS304ステンレス鋼平板である．溶射被膜  

の作製はアセチレン・酸素を用いた粉末式フ  

レーム溶射で行った．使用した溶射材はアル  



面に取り付け，そのしきい値は0．1mvに設定  

した．しかし，AEイベントの検出が少ない  

ものについては0．06mvのしきい値で測定を  

行った．次に顕微鏡を用いてひっかき痕の表  

面状態の観察を行い，逓イベントの発生が  

多い地点の亀裂や剥離の様子を調べた．  
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3．結果および考察   

ここでは一例として，アルミナ被膜を施し  

た試験片について記載する．Fig．2，Fig．3  

およびFig．4には，膜厚を①0．3mm，②0．4mm，  

③0．5mとしたアルミナ被膜で，空冷のひっ  

かき時間（30秒間）に対する荷重とAEイベン  

トの関係を示す．アルミナ被膜で空冷を施し  

た試験片3種類を比較すると，逓イベント  

の発生数が多い傾向にあるのは，Fig．4の膜  

厚が最も大きい0．5mmの試験片である．これ  

は，膜厚を大きくしたことにより気孔の数が  

増え，細かな亀裂が生じやすくなったためと  

考えられる．また，3種類の試験片の水平荷  

重，垂直荷重，AEイベントの関係に注目す  

ると、最もAEが発生しやすい傾向にあるの  

は5秒～20秒間であり，この間に水平荷重  

および垂直荷重の影響が顕著に現れやすい  

といえる．Fig．5には時間の区分を15秒間  

で区切り，（a）0秒～15秒，（b）16秒～30秒  

としたときの振幅とAEイベントの関係を示  

す．Fig．5（a）（b）より，測定時間16秒～30  

秒のときで，膜厚が大きいものほど数式の傾  
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きが小さくなり，危険な破壊性起因のAE信  

号を発生する傾向にあることがわかる．   

Fig・6には，アルミナ（空冷，膜厚0．3mm）  

のひっかき痕の中心部分の写真，Tablelに  

はアルミナ被膜についてのAEイベント数の  

平均を示す，アルミナにおいては，Fig．6に  

示した地点でAEが多く発生しやすい傾向が  

ある・ひっかき痕の表面写真を見てみると，  

剥離している箇所が確認できる．印を付けて  

ある箇所では，特に幾つかの気孔が生成され  

ていて，それらの付近に細かな亀裂が入り，  

Fig・6の○印部分の写真に示す剥離に至り，  

多くのAEが発生したと考えられる．また，  

Tablelを見ると，アルミナ被膜の3種類の  

各冷却方法を施した試験片においても，膜厚  

が厚いほどAEイベントが多く検出されてい  

ることが分かる．  

アルミナ①腹厚03mm：y＝0．0248x‾28321  

紆＝0朋39  

アルミナ②腹恥4mm：y＝0．0533x‾26闇  

ば＝0朋12  

アルミナ③腹厚05rnm・y＝0ヱ563x‾19212  

ピ＝0朋∽  
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アルミナ①腹恥3mmこy＝0016鋸‾m084  
ぱ＝0．7303  

アルミナ②沫恥Imm＝y＝0．0425※‾28川  

ば＝0．5983  

アルミナ③腹恥5mm：y＝0，】87x‾2・り62  
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Tablel Alumina AE events  
√、刃203①   

□ A1203②   

△ 則203③  

一興黒㈹203①）  

－一束発（A1203②）  

‥・・累乗価203③）  

AEevent＄（average）  

Aircoo＝n Thermalspraymethods       No．1  No．2  No．3  g   202  302  358    n追）  105  138  322    ng（a  228  370  483   
0．O1  01  1  

撞鴨〔mv］  

くb）16【sec］～30［sec］  

Fig．5 Relation betYeen AE events and  

amplitude  

4．結言   

膜厚が同一の試験片において測定箇所に  

よってAEの発生数に差はあるものの，アル  

ミナ被膜の3種類の冷却方法を施した試験  

片においては，膜厚が大きいほどAEイベン  

トが検出されやすい傾向が得られた．  
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Fig．6 Photographs of scratch marks on  

alumina coating   


